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昭
和
四
十
七
年
度
は
、
文
化
庁
発
足
後
第
五
年
次
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
の
足
取
り
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
所
管
事
業
は
年
と
共
に
充
実
し
て

き
た
。
ち
な
み
に
予
算
規
模
を
見
る
と
、
昭
和
四
十
三
年
度
（
五

0
億
五
、
四

0
七
万
円
）
、
昭
和
四
十
四
年
度
（
五
五
億
九
、

0
二
七
万
円
）
、
昭
和
四
十
五

年
度
‘
（
六
八
億
五
、
五
五
八
万
円
）
、
昭
和
四
十
六
年
度
（
八
九
億
四
、

0

ニ

一
万
円
）
と
伸
び
て
き
て
、
昭
和
四
十
七
年
度
は
一
―
四
億
四
、
三
三
四
万
円

と
な
り
、
こ
れ
は
前
年
度
に
比
し
て
二
五
億
三
一
三
万
円
の
増
（
二
八
％
）
で

あ
り
、
国
家
総
予
算
（
一
般
会
計
分
の
み
）
の
一
、

0
0
0分
の
一
に
相
当
す

る
。
そ
の
限
り
で
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
予
算

べ
て
中
央
に
偏
在
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
文
化
と
い
う
も
の
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
古
来
在
来
の
伝
統
的
特
性
を
忘
失
破
棄
し
、
近
代
化
の
路
線
を
突

走
る
こ
と
が
文
明
開
化
で
あ
る
と
見
な
し
、
い
た
ず
ら
に
欧
米
先
進
国
の
文
物

の
尊
入
に
す
べ
て
を
か
け
る
き
ら
い
は
な
か
っ
た
か
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
は
冷
厳

な
反
思
に
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
先
人
の
造
業
を
再
評
価
し
、
歴
史
的
伝
統
的

な
文
物
の
価
値
に
想
い
を
い
た
し
、
そ
の
保
存
と
活
用
を
軸
と
し
て
新
し
い
も

の
の
創
造
に
ま
い
進
す
る
基
本
的
姿
勢
と
い
う
も
の
を
今
日
の
生
活
に
打
ち
建

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

文
化
庁
の
行
な
う
文
化
施
策
が
こ
の
よ
う
な
国
の
文
化
性
の
啓
培
に
対
し
て

す
べ
て
の
使
命
を
負
う
と
も
考
え
ら
れ
な
い
が
、
文
化
庁
の
文
化
政
策
の
基
本

的
態
度
は
、
庁
発
足
当
初
か
ら
「
伝
統
的
な
芸
術
・
文
化
の
保
存
・
活
用
の
た

め
の
方
策
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
近
化
芸
術
・
文
化
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め

の
方
策
の
両
者
に
つ
い
て
有
機
的
で
均
衡
の
と
れ
た
施
策
を
進
め
、
あ
わ
せ
て

文
化
の
国
際
交
流
を
促
進
す
る
」
と
い
う
基
点
に
立
っ
て
進
め
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
。

近
時
、
大
き
な
国
政
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
自
然
破
壊
と
公
害
の

問
題
が
あ
る
。
日
本
社
会
が
有
史
以
来
の
科
学
文
明
の
隆
盛
の
中
に
あ
っ
て
物

質
的
豊
か
さ
の
裏
で
精
神
的
貧
し
さ
に
あ
え
い
で
い
る
。
相
つ
ぐ
公
害
の
爆
発

的
出
現
が
よ
う
や
く
経
済
効
率
万
能
主
義
に
プ
レ
ー
キ
を
か
け
姶
め
た
。
環
境

庁
の
設
置
や
歴
史
的
風
土
保
存
法
の
施
行
な
ど
の
施
策
を
と
お
し
て
お
く
れ
ば

恋
な
が
ら
自
然
環
境
や
歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
存
を
積
振
的
に
進
め
る
体
制
が

固
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、
新
し
い
芸
術
文
化
の
振
興
を
経
済
政

策
の
充
実
の
前
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
積
振
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
後
述
す
る
と
お
り
、
来
年
度
の
文
化
行
政
の
施
策
の
中
に
新
規
事
業
と

0

は

じ

め

に

文

化

l

l

1

1

昭

和

四

十

七

年

度

文

教

行

政

の

展

望

昭
和
四
十
七
年
度
の
国
の
芸
術
文
化
関
係
予
算
（
附
属
機
関
を
含
む
9

は、

二
0
億
三
、

0
三
七
万
円
で
前
年
度
に
比
し
、
五
億
八
、
一
五
七
万
円
の
増

で
、
四

0
％
増
で
あ
る
。
特
に
こ
の
う
ち
本
庁
文
化
部
の
芸
術
文
化
事
業
費

は
、
前
年
度
六
億
三
、
九
六

0
万
円
が
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
で
は
一

0
億

九
、
三
四
四
万
円
と
な
り
、
四
億
五
、
三
八
四
万
円
増
で
、
実
に
七
一
％
と
飛

躍
的
な
伸
び
率
を
示
し
た
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
芸
術
文
化
に
多
額
の
予
算
を
支
出
し
て
い
る
欧
米
諸
国
に
比
較
す
れ
ば
、

こ
の
額
は
ま
だ
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
高
い
伸
び
率
を

示
し
た
こ
と
は
、
芸
術
文
化
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
も
大

き
い
が
、
ま
た
国
民
一
般
の
芸
術
文
化
に
対
す
る
関
心
と
理
解
が
高
ま
っ
て
き

゜芸術
文
化
の
振
興

し
て
優
秀
映
画
の
製
作
奨
励
そ
の
他
が
、
ま
た
移
動
芸
術
祭
、
青
少
年
芸
術
劇

場
の
充
実
等
地
方
の
芸
術
文
化
の
振
興
策
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
ほ

か
、
新
た
に
文
化
テ
レ
ビ
放
送
の
実
施
が
あ
る
。
こ
の
文
化
テ
レ
ビ
放
送
（
予

算
三
、
一
三
六
万
円
）
を
新
し
く
始
め
る
こ
と
は
今
日
的
意
義
振
め
て
大
な
る

も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
の
企
画
は
国
立
博
物
館
・
美
術
館
等
の
収
蔵
品
、
特
別
展

ヽ
．
ヽ
ヽ

覧
会
出
陳
物
等
を
テ
レ
ビ
を
通
し
て
家
庭
の
茶
の
間
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

全
国
各
地
の
芸
術
文
化
・
文
化
財
保
護
そ
の
他
の
各
分
野
の
問
題
を
ト
ピ
ッ
ク

ス
的
に
紹
介
す
る
も
の
で
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い

る。

行

政

の

振

興

（
前
長
官
官
房
庶
務
課
畏

文

化

金
田
智
成
）  

規
模
の
大
必
ず
し
も
す
べ
て
で
は
な
い
の
で
、
今
後
は
行
政
の
質
的
向
上
の
こ

と
も
あ
わ
せ
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

わ
れ
わ
れ
が
つ
ね
づ
ね
力
説
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
が
国
が
そ
の
経

済
力
の
繁
栄
を
誇
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
品
位
あ
る
国
家
国
民
と
し
て
国
際
社
会

に
お
い
て
真
に
尊
敬
と
信
頼
を
か
ち
と
る
た
め
に
は
、
文
化
の
振
興
が
国
是
と

し
て
強
調
さ
れ
、
国
民
一
人
一
人
に
精
神
的
な
う
る
お
い
と
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
こ
と
が
板
め
て
肝
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
が
世

界
に
誇
る
幾
多
の
貴
重
な
文
化
的
遺
産
を
適
切
に
保
存
し
、
そ
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
伝
統
を
承
継
し
つ
つ
新
時
代
に
即
し
た
芸
術
文
化
の
創
造
を
図

り
、
さ
ら
に
国
民
各
層
の
芸
術
文
化
へ
の
参
加
と
乎
有
の
機
会
を
拡
充
す
る
施

策
が
強
力
に
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
従
来
、
と
か

く
、
文
化
の
問
題
は
中
央
に
偏
在
し
て
、
池
方
に
生
活
す
る
人
々
に
は
疎
遠
に

な
さ
れ
が
ち
の
感
が
あ
っ
た
。
催
物
の
開
催
に
も
、
文
化
施
設
の
配
置
に
も
す

庁
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四 す

ぐ

仇

た

音

楽

、

演

劇

等

の

る

「

青

少

芸
術
劇
場
」
は
、
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
る
が
、
四
十
七
年
度
は
、
青
少
年

の
頭
い
要
望
し
応
え
従
詞
の
オ
ペ
ラ
．
新
劇
能
狂
言
、
文
楽
お
よ
び
ォ
ー

ヶ
ス
ト
ラ
に
新
た
に
バ
レ
ニ
を
加
え
六
望
目
と
し
た
ほ
か
全
国
各
県
（
沖
瓢

を
含
む
。
）
に
お
い
て
一
菫
目
二
公
演
は
開
偉
で
き
る
よ
う
、
前
年
度
三
、
五
八

0
万
円
を
三
倍
強
の
一
憶
一
、

0
一
七
万
円
に
培
頴
計
上
し
た
。
芸
術
を
愛
奸

す
る
国
毘
を
育
て
る
た
め
に
は
、
若
い
時
代
か
ら
芸
術
に
羨
す
る
頴
会
を
与
え

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
青
少
年
芸
術
劇
場
の
拡
充
は
、
次
の
時
伏
を
ご
な
う

書
少
年
の
惰
操
の
涵
養
と
、
わ
が
国
の
将
禾
の
芸
術
文
化
の
発
展
｝
こ
悶
か
り
知

一
⑰
よ
い
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
3

な
謬
、
沖
渥
，
に
は
、
青
少
年
芸
両
罰
楊
炉

歳
似
は
じ
め
一
上
国
の
行
な
う
芸
術
文
化
事
羹
と
し
て
冥
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
復
帰
を
記
念
し
て
交
響
楽
の
公
浜
で
青
少
年
紀
祝
需
を
送
で
J
と
に
し

て
い
る
。

全
果
実
施

そ
ふ
こ
牽
会
を
莉
用
し
て
、
青

饂
に
螂
加
し
て
全
道
府
県
で
実

施
し
、
す
べ
て
の
国
民
が
身
近
か
な
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
低
殿
な
入
場
料
金
で

芸
術
祭
お
よ
び
芸
術
選
奨

:
'
,
9
‘
5
c
ヽ
と
？
~
そ
つ
：
｀
、
~
、
t
せ
、
A
;
‘
,
d
d
g
p
p
‘
｀
父
ヽ
相
手

r
4
~t

つ
い
て
助
成
す
る
雌
万
文
化
振
冥
費
補
助
金
は
、
前
年
度
同
様
一
一
『

0
0
0万

円
を
計
上
し
、
瑶
方
独
自
f
ご
云
術
文
化
活
動
を
引
き
誌
き
促
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

5

文
化
捩
呉
会
嘉

池
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
忘
よ
び
文
化
財
保
置
の
現
状
に
お
け
る
閏
厖
点
と

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
方
討
謡
を
行
ば
う
こ
の
会
慶
は
、
今
年
、
第
四
回

巨
を
迎
え
る
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
会
国
八
塩
区
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と

と
し
、
前
年
辰
と
ほ
げ
同
類
の
二
八
七
万
円
を
計
上
し
た
。

印
雙
心
巡
回
名
作
美
術
展
（
明
治
、
大
正
、
昭
和
三
代
名
作
展
）

わ
が
国
の
近
伏
戻
行
の
名
作
鑑
買
0
製
会
を
池
方
の
人
女
に
提
供
す
る
た

め
、
従
釆
か
ら
実
揺
し
て
い
る
こ
の
美
術
辰
は
、
坦
方
て
毎
年
奸
評
を
得
て
迎

え
ら
九
て
＞
る
が
、
オ
年
度
も
前
年
度
と
ほ
筏
同
額
の
一
四
六
万
円
を
計
上

し
、
胴
催
す
る
。

伺
詞
代
美
術
忍
抜
辰

中
央
の
日
晨
二
科
辰
等
の
受
賞
作
品
を
峨
方
に
巡
回
展
示
す
る
中
央
辰
選

抜
展
と
、
全
国
の
県
展
か
ら
還
抜
さ
れ
た
優
秀
美
術
作
品
を
東
京
で
展
―
了
す
る

県
畏
代
表
作
選
抜
辰
と
を
厨
催
す
る
こ
の
辰
覧
会
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
察
の

七
三

0
万
円
を
計
上
し
本
年
度
も
開
樅
す
る
。

て
冥
腕
し
て
＞
る
国
の
芸
術
祭
は
、
ニ

十
七
回
目
こ
迎
え
る
か
．
、
一
手
手
度
は
、
芸
百
言
一
心
実
定
図
る
文
め
新
た
に

.
j
し
て
い
る
芹
・
，
公
冥
衰
忘
四
人
を
拒
へ
い
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た

ニ
：
七
万
円
を
加
撚
し
三
、

0
0
0万
巨
を
計
上
し
た
。

の

て
い
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
以
下
そ
の
主
だ
っ
た

事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

七 六
す
ぐ
九
た
霙
台
芸
術
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
公
演
種
目
も
、
文
楽
｀
歌

舞
伎
、
新
劇
交
響
楽
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
ャ
ー
と
畳
富
で
あ
り
、
こ
の
度
の
移
動

芸
術
奈
の
拡
充
は
、
地
方
の
人
々
に
大
き
な
期
待
を
持
た
れ
て
い
る
。
本
年
度

は
、
前
年
度
よ
り
叫
三
五
六
万
円
増
の
一
億
二
、
八
三
六
万
円
を
計
上
し

こ。
わ
が
国
の
芸
術
文
化
活
動
は
、
中
央
儘
在
の
き
ら
い
が
あ
り
、
嬬
方
住
民
も

あ
ま
ね
く
＼
芸
術
文
化
の
恩
恵
を
亨
受
す
る
板
会
を
増
加
す
る
と
と
も
に
、
地
方

に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
文
化
の
発
畏
む
図
る
こ
と
炉
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
述
べ
た
青
少
年
芸
術
劇
楊
、

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
r>

充
寒
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

劇
場
、
美
術
作
品
辰
示
場
等
の
楓
能
を
有
す
る
文
化
＂
施
設
を
持
つ

こ
と
は
、
今
や
中
央
、
池
方
を
閲
わ
ず
芸
術
文
化
振
興
の
絶
対
不
可
欠
の
条
件

と
な
っ
て
い
る
が
、
坦
方
に
お
い
て
は
f
全
国
六
一
四
百
の
う
ち
、
か
か
る
空

化
施
設
を
一
つ
も
持
っ
て
な
い
市
が
ま
だ
半
数
も
あ
る
現
状
で
あ
る
ワ
文
化
庁

の
当
一
回
の
皇
備
方
針
は
、
人
ロ
一

0
万
以
上
の
都
市
お
よ
び
広
域
市
町
村
圏
の

中
心
邸
聾
肛
で
文
化
会
銅
釆
設
置
の
と
こ
ろ
を
対
象
に
整
備
計
国
を
進
め
て
謬

り
四
・
一
ー
七
年
度
は
前
．
l

二
度
よ
り
『
一
館
塩
の
十
五
舘
仁
対
す
る
整
随
贅
]
」

二
億
二
、
豆

0
0
万
円
二
館
当
り
一
、
互

0
0
万
円
）
を
計
上
し
た
。

5

池
方
芸
術
文
化
活
勘
の
訪
゜
i

都
道
厨
県
が
主
僅
す
る
音
楽
、

次
に
芸
看
選
奨
は
、
ほ
ぼ
詞
年
度
と
同
頷
三
二

0
万
円
を
計
上
し
、
芸
雨
各

合

0

、

"

且

ー

イ

：

し

、

倉

演
劇
。
映
園
等
の
各
力
野
か
ら
将
来
有
為
の
新
進
芸

へ
派
遣
し
、
一
平
閏
研
修
さ
セ
る
も
の
で
、
四
十
七
年
度

は
、
前
年
定
の
八
人
か
ら
十
二
人
に
培
員
し
、
三
、
〇
九
九
万
円
を
計
上
し

た。
芸

術

文

化

の

向

上

普

及

は

、

こ

め
て
大
き
い
か
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
多
く
は
、
資
金
不
足
の
た
め
充
分
な
活
勤

が
で
き
な
い
実
糖
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
芸
術
創
作
活
動
、
地
方
芸

笥
文
化
の
蜃
冥
、
青
少
伊
へ
の
芸
術
普
及
、
芸
術
文
化
資
料
の
整
偉
、
芸
涌
文

化
の
国
際
交
流
寺
を
行
な
う
団
体
の
う
ち
、
冥
績
を
有
す
る
も
の
の
事
業
を
訪

成
し
て
、
そ
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
る
炉
、
四
十
七
年
度
は
さ
ら
に
そ
の
助
成

の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
一
億
二
、

0
0
0万
円
増
の
三
億
五
、
豆

0
0

万
円
を
酎
上
し
た
。

二
国
立
劇
場
調
査

オ
ペ
ラ
、
バ
じ
二
、
~
の
曳
伐
写
王
誓
た
め
の
第
二
国

の
詞
査
賣
立
四
十
六
年
度
に
予
算
化
(
-
五
八
万
円
）
さ
れ
、
目
下
麗
査
を
追

め
て
い
る
か
、
四
十
七
年
度
は
こ

芸
術
交
化
関
係
団
体
の
助
成

コ：：
4 

芸
術
家
在
外
研
修
員
の
警
爽

1
:
~
~
C

、
g

n
g
i

a
,
‘
:

美
術
、
文
芸
等
の
芸
術
文
化
行
事
に
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昭
和
四
十
七
年
度
の
文
化
尼
保
餞
関
係
予
算
は
、
人
件
費
を
除
き
詞
八

0
億

六、

0
0
0万
円
で
前
年
度
に
比
し
約
一
七
億
円
の
増
（
二
七
％
増
）
と
な
っ

て
い
る
。
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

一
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
お
よ
び
地
方
歴
史
民
俗
資
料
館
の
殴

霞

国
立
歴
史
民
俗
博
物
誼
（
仮
称
）
の
設
置
準
備
の
た
め
、
昭
和
四
十
二
年
度

か
ら
継
続
し
て
調
査
賣
を
計
上
し
、
設
置
掌
備
懇
談
会
の
開
催
、
誨
外
事
情
の

詞
査
等
を
存
な
っ
て
き
た
。
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
膠
史
資
料
お
よ

び
民
俗
資
料
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
具
体
的
な
閲
査
を
行
な
う
と
と
も
に
、
建
設

予
定
地
（
千
葉
県
佐
倉
市
佐
倉
城
跡
）
の
池
質
。
地
耐
力
試
験
を
実
施
し
、
建

設
用
地
の
呉
体
的
利
用
計
飼
に
つ
い
て
詞
査
す
る
た
め
の
予
算
三
、
七
九
i-
l

万

二
千
円
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
展
示
計
亘
等
専
門
的
事
稔
を
処
理
す
る
た
め
の

研
究
員
一
名
の
増
員
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
博
物
銅
は
、
わ
か
固
の
各
分
野
に

わ
た
る
歴
史
資
料
お
よ
び
民
俗
貨
斜
を
収
祭
、
保
管
、
展
示
し
、
あ
わ
せ
て
こ

れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
、
偕
報
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
な
い
、
ひ
ろ
く

国
民
一
般
に
対
し
て
わ
が
国
の
歴
史
と
国
民
生
活
の
疫
遷
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
職
と
理
倍
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る。

0

文
化
財
保
護
の
推
進

円
を
予
定
し
て
い
る

八

（
巴
促
造

ニ
文
化
部
文
化
普
及
院
長
土
生
武
則
）

の
実
態
調
査

九

国

語

施

策

改

定

の

普

及

あ
わ
せ

遮

営

、

に

虞

点

を

お

き

、

話

外

国

の

訓

葦

刀

実

惰

尉

査

を

行

ね
う
こ
と
と
し
、
三
四
一
ハ
万
円
を
計
上
し
た
。

最
近
の
映
園
界
の
傾
向
は
、
奥
味
本
位
の
低
俗
な
作
品
の
製
作
に
力
か
注
か

れ
、
鑑
質
に
堪
え
る
芸
術
作
品
は
年
、
々
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か

ら
優
秀
映
国
の
製
作
を
促
追
す
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と
が
急
蛉
と
さ
れ
て

い
竺
か
、
唱
十
七
年
度
は
新
た
区
俣
秀
映
閾
の
製
作
促
進
の
た
め
の
奨
励
今
i
-

億
円
（
年
閏
十
本
分
）
を
計
上
し
た
ほ
か
r

侵
秀
映
固
製
作
お
よ
び
鑑
賞
促
進

の
方
策
に
つ
い
て
、
前
年
度
に
引
き
続
ぎ
閾
査
研
究
す
る
た
め
凋
査
会
の
開
催

お
よ
び
諸
外
国
の
幸
号
情
麗
査
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

当
用
漠
字
音
訓
表
お
よ
び
送
り
督
な
の
つ
け
方
の
改
定
に
つ
い
て
、
国
語
審

議
会
は
か
ね
て
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
近
く
文
部
大
臣
に
答
申
す
る
運

び
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
法
令
f
公
用
文
菅
、
新
関
p
雑
誌
，
放
送
等
の
分

野
を
は
じ
め
、
広
く
一
般
社
会
に
対
し
て
改
定
の
趣
旨
を
普
及
徴
底
し
、
そ
の

円
滑
辻
実
施
を
は
か
る
芦
塁
説
明
会
の
開
楷
お
よ
び
説
明
資
料
の
関
係
方
面

へ
の
配
布
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
本
年
度
新
た
に
一
、
五
八
五
万
円
を
計

上
し
た
。

一
八
万
定
か
そ
え
る
わ
か
犀
の
単
覧
宗
教
法
人
の
う
ち
、
活
動
不
明
の
法
人

国
宝
。
重
要
文
化
財
の
保
存
整
僻

文
化
財
保
存
緊
急
総
合
鯛
査
の
実
施

を

現

状

の

ま

ま

放

置

し

て

お

く

こ

と

は

、

の

障

害

と

立
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
，
一
般
社
会
の
誤
解
や
信
用
を
失
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
3

こ
九
ら
の
宗
設
滋
人
の
指
導
の
万
策
に
最
す
る
た
め
閏
査
を
要
す

る
と
考
え
ら
＇
謬
る
釣
一
八
、

0
0
0芸
入
を
対
象
こ
し
て
昭
和
四
十
亡
年
度
以

降
三
か
年
計
国
で
調
査
票
を
郵
送
し
胴
査
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
第
一
平
次
の

闘
査
に
必
要
な
経
費
―
―
五
万
円
を
計
上
し
た
。

国
立
美
術
舘
等
の
充
実
整
備

東
京
国
立
近
代
美
術
誼
は
、

0
0万
円
増
の
二
、
五

0
0万
円
、
特
別
展
と
し
て
関
館
二
十
周
年
記
念
「
近
代
日
本
天
術
辰
」
を
開

催
す
る
ほ
か
、
フ
。
4

ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
選
営
の
充
実
を
図
る
た
め
展
示
経
賣
等

を
増
額
計
上
し
た
。

京
都
国
立
近
伐
美
術
誼
は
、
美
術
作
品
露
入
費
を
三

0
0万
円
噌
の
二
、
五

0
0万
円
．．
 

持
別
展
と
し
て
「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
作
家
展
」
を
閲
催
す
る
ほ

か
，
従
来
か
ら
懸
来
と
な
っ
て
い
た
建
物
の
祭
星
移
転
を
行
な
う
た
め
、
新
た

に
新
誼
訴
宮
詞
査
費
と
し
て
三
二

0
万
円
を
計
上
し
た
u

国
立
芹
忌
芹
芙
術
餡
は
、
美
術
作
品
躊
入
資
を
七
、

0
0
0万
円
増
の
一
偉

叫

c
o
o万
円
の
ほ
か
、
特
訓
辰
と
し
て
「
フ
ラ
ン
r

〈
中
世
美
術
晨
一
定
捧

偏
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
•

国
立
図
語
翫
｀
究
所
は
特
別
研
元
と
し
て
P

新
た
に
，
漱
石
、

[

C

外
の
用
語

の
研
虻
と
し
て
四

0
六
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
現
在
の
庁
舎
か
呑
朽
化
し
、

ま
だ
峡
饂
以
た
め
、
本
年
饂
か
ら
二
か
年
計
阿
で
新
営
す
る
こ
と
と
し
、
初
年

度
分
と
し
叉
五
、
o
c
io
万
円
（
建
設
省
（
~
を
計
上
し
た
。
全

=
『

-
0
．

八

平

方

メ

ー

ト

ル

、

涵

竺

、

九

一

0
万

次
に
、
地
方
の
歴
史
資
料
、
民
俗
資
料
等
を
収
集
、
保
管
し
、
網
土

と
文
化
財
に
対
す
る
知
識
と
涅
解
を
『
認
め
る
た
め
の
地
方
歴
史
民
俗
覧
斜
餡
の

設
置
に
つ
い
一
'
[
は
、
県
立
二
舘
、
市
町
村
立
一
五
鱈
（
前
年
度
六
館
）
の
建
設

費
補
助
金
一
億
一
、
八

0
0万
円
を
計
上
し
た
。

文
化
財
の
管
理
状
況
の
実
態
を
総
合
的
に
調
査
し
、
防
災
計
回
の
案
を
緊
急

に
策
定
す
る
た
め
緊
急
総
合
詞
査
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
三
、

0
六

六

万

円
、
開
発
事
業
零
に
よ
り
衰
亡
の
危
阪
に
さ
ら
さ
九
て
い
る
天
然
記
念
物
p
民

俗
資
料
に
つ
い
て
緊
急
に
実
態
を
調
査
す
る
た
め
の
経
贅
二
、
二
六
五
万
円
、

文
化
貼
と
し
て
価
債
の
あ
る
嬬
落
町
並
の
実
態
を
詞
査
し
、
そ
の
保
存
対
策
に

つ
い
て
の
検
討
の
資
料
と
す
る
た
め
の
経
費
―
―
二
万
一
千
円
、
計
五
、
四
四

三
万
一
千
円
を
計
上
し
た
。

国
宝
直
要
文
化
財
等
の
修
坦
事
業
に
つ
い
て
は
建
造
物
関
係
で
は
九
億

言
二
九
一
万
七
千
円
（
前
年
度
八
億
一
、
ニ
ニ
六
万
二
千
円
）
、
美
術
工
芸

品
関
係
で
は
六
、
九
七
八
万
一
l

一
千
円
（
前
年
度
六
、
i
一
三

0
万
七
千
円
）
、
民

俗
資
料
関
係
で
は
八
一

0
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
た
。

防
災
施
殴
愛
等
補
助
に
つ
い
て
は
、
建
造
物
関
係
で
は
、
自
動
火
災
琴
叙
知

撼
消
火
栓
設
置
等
の
い
わ
ゆ
る
一
般
総
合
防
災
、
火
除
池
の
設
置
な
ど
の
環

境
保
全
、
民
家
の
買
上
げ
、
民
家
緊
急
闘
査
、
蟻
害
緊
急
対
策
（
緊
急
調
査
お

よ
び
緊
急
防
除
）
な
ど
を
実
施
す
る
経
費
と
し
て
四
億
三
、
七
―
二
万
三
千
円

盆
前
年
度
三
億
七
、
七
六
七
万
五
千
円
）
の
補
助
金
を
計
上
し
た
。
美
術
工
芸

l
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つ
い
て
は
f
当
初
計
画
に
よ
る
的
七
ニ
カ
四
、

0
0

0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
国
愛
買
上
け
を
完
了
し
r

至
拇
調
査
と
璧
傭
，
管
涅
を
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
阿
に
お
い
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
国
道
二
四
号
線

バ
イ
パ
ヌ
建
設
に
関
連
し
て
発
見
さ
れ
た
東
院
跡
旭
域
に
つ
い
て
は
P

特
別
史

鱈
に
追
加
指
定
す
る
と
と
も
に
民
育
旭
の
国
贅
買
上
げ
＇
．
ご
四
十
四
年
度
か
ら
行

な
っ
て
い
る
。
四
十
七
年
尻
の
平
城
宮
跡
の
保
存
驚
備
に
要
す
る
経
費
は
、
土

地
買
上
贅
五
億
七
二
六
万
二
千
円
（
詞
年
度
一
億
七
、
五
五
七
万
四
千
円
）
を

合
め
、
七
億
五
六
五
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
鰻
鳥
二
胆
涼
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
四
十
五
年
九
月
お
よ
び
十
月
に
犀

史
的
鳳
土
審
議
会
と
文
化
財
保
護
審
晶
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
地
域
の
文
化

財
等
の
保
存
お
よ
び
活
用
に
関
す
る
答
申
か
行
な
わ
孔
さ
ら
に
同
年
十
二
月

に
は
「
刑
烏
雙
方
に
お
け
る
厖
史
的
風
土
お
よ
び
文
化
財
の
保
存
等
に
関
す
る

方
策
に
つ
い
て
」
の
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
。
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
従
来
か

ら
こ
の
池
域
の
文
化
財
の
保
存
を
図
る
た
め
、
史
跡
の
買
上
げ
、
整
備
等
に
対

す
る
補
助
、
宮
跡
等
の
癸
掘
鯛
査
の
実
施
等
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
四
十
六
年

度
か
ら
は
、
笞
申
・
閣
幽
吠
定
に
従
い
、
本
格
的
に
頸
鳥
e

藤
原
宮
跡
の
保
存

羞
傭
を
推
進
し
て
い
る
。
四
十
七
年
度
に
は
、
保
存
整
備
計
面
の
策
定
等
に
要

す
る
晏
費
一
、
一
四
八
万
五
千
円
、
土
坦
貿
上
費
二
億
一
、
二
九
一
万
一
千

胃
遺
跡
瞑
境
皇
備
に
要
す
る
経
褒
三
、
六
六
ニ
カ
三
千
円
f
囲
立
慧
烏
資
料

詰
（
仮
称
）
建
設
蟄
の
第
二
年
次
（
最
絵
）
分
二
億
五
、
七
七
七
万
四
千
円
、

翌
蜘
胴
査
贅
巧
五

0
三
万
三
千
円
、
計
五
億
八
、
三
八
一
万
六
千
円
が
計
上

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
城
宮
跡
、
飛
烏
e

藤
原
宮
螂
の
発
掘
瓢
査
、
整
備
管
建
等

七
平
域
宮
跡
お
よ
び
飛
烏
上
躁
原
宮
跡
の
保
存
整
備

五

無

形

交

化

財

の

保

證

国
宝
二
軍
要
文
化
財
の
散
逸
、
損
壊
、
海
外
流
祖
等
を
防
止
し
、
固
が
積
甑

釣
に
そ
の
保
存
、
活
用
を
図
る
た
め
、
頁
上
げ
賓
五
億
円
（
前
年
度
二
億
一
、

0
0
0
万
円
）
を
計
上
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
斤

要
す
る
箔
費
l

-

]

七
一
万
三
千
円
を
計
上
し
た
。

霞

要

繋

形

文

化

財

保

持

者

忙

一

、

五

五

0
万
円
増

漿
し
}
1

四
、
二

0
0万
円
（
保
持
者
一
人
当
り
六

0
万

覆

七

0
人
分
）
計
上
し

た
。
ま
戻
無
形
文
化
財
の
伝
承
者
養
成
、
公
開
等
に
対
す
る
袖
助
金
六
、

0

二
二
万
七
千
円
（
前
年
度
四
、
四
五
六
万
四
千
円
）
、
舞
形
文
化
財
の
記
録

作
成
、
闘
葦
等
に
要
す
る
経
麦
一

．．
 

三

0
0万
六
千
円
を
計
上
し
た
。
な
お
、

国
立
劇
男
補
助
の
一
瑣
と
し
て
文
蛤
後
絡
者
菱
成
事
業
一
、
囚

0
七
万
六
千

円
か
瓶
た
に
酎
上
さ
れ
た
（
新
人
十
人
、
二
年
抑
甜
）
。

叩トー9

国
宝
。
重
要
文
化
財
等
の
買
上
げ

品
関
係
で
は
、

一
笠
防
災
に
七
｝
一
公
三
万
二
千
円
（
前
年
度
六
、
六
九
四
万

一
千
円
）
上
し
竺
記
念
物
閃
係
で
は
四
、
六
六
五
万
六
千
円
を
計
上
し

た
。
な
お
、
国
有
文
化
財
管
理
、
法
隆
寺
文
化
財
管
碑
、
文
化
財
建
造
物
保
存

披
術
者
養
威
に
要
す
る
繰
費
と
し
て
一
、
四
九
七
万
九
千
円
を
計
上
し
た
。

収
戚
摩
建
設
襲
補
助
と
し
て
、
芙
術
工
芸
品
関
係
で
ね
七
、
五
二

0
万
円
、

理
蔵
文
化
克
関
係
で
は
一
、
四
三
五
万
円
、
民
俗
資
料
関
係
で
は
一
、
・
五

0
0

万
円
を
計
上
し
た
。

こ
九
ら
の
合
計
は
、
一
穴
億
丸
、

0
四
一
一
万
円
（
前
年
度
一
四
億
六
、
九
六

三
万
一
千
円
）
で
あ
る
。

沖
纏
の
本
土
復
帰
が
四
十
七
年
五
月
十
五
日
と
決
定
し
た
が
、
こ
九
を
記
念

し
て
沖
綱
復
帰
記
念
古
美
術
辰
実
姉
の
経
費
七
三
一
ハ
万
四
千
円
が
計
上
さ
れ

{

-

0

 

伏
沖
綱
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
f
四
十
六
年
度
に
も
実
態
閾
査
等
を
行
な
い
p

本
土
法
に
よ
る
指
定
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
四
十
七
年
度
に
は
、

さ
ら
に
各
種
の
詞
査
を
行
な
う
。
復
帰
後
掴
定
さ
れ
る
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

文
化
庁
計
上
の
一
般
の
補
助
金
に
よ
り
緊
急
を
要
す
る
事
業
を
逐
次
、
捕
切
す

る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
沖
縄
所
在
の
職
前
指
定
の
文
化
財
応
は
職
災
を
受
け
た
も
の
が
き
わ

め
て
多
い
と
い
う
事
情
を
も
考
慮
し
て
、
こ
れ
ら
戟
災
文
化
財
の
う
ち
、
特
に

首
呈
城
関
係
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
復
旧
を
行
欧
う
計
固
で
あ
る
。
さ
し
あ

L
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最
近
の
各
筐
関
発
事
業
等
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
P

が
全
国
各
埠
で
癸
生
し
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

史
覧
寺
の
土
池
買
上
げ
費
の
賃
助
金
を
前
年
度
一
四
億
八
、

0
0
0万
円
に
比

し
三
五
％
塩
の
二

0
億
円
計
上
し
た
。
現
，
百
史
慮
に
章
定
さ
れ
て
い
る
物
件

に
、
約
九

0
0件
で
指
定
百
積
は
約
一
万
二
｀

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
祠

三
＿
％
に
あ
た
る
釣
三
、
九

0
0
ヘ
ク
タ
ー
＇
ル
が
民
有
池
で
あ
る
が
、
悶
発
が

襄
し
く
、
ま
た
法
に
よ
る
親
則
の
み
で
は
史
跡
を
民
有
地
の
ま
ま
で
保
存
す
る

こ
と
は
き
わ
め
て
困
熊
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
公
有
化
に
よ
る
保
餞
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
有
化
の
全
体
計
園
と
し
て
は
指
定
さ
汎
た
民
育

旭
の
約
三

0
％
に
あ
た
る
一
、
ニ
―
―

-
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
今
後
計
国
的
に
買
上
げ

る
こ
と
と
し
、
さ
し
あ
た
り
緊
急
を
要
ず
る
も
の
八
四
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
捕
助

金
約
三
二

0
億
円
）
を
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
十
年
計
固
で
買
上
げ
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

次
に
史
跡
等
の
環
境
整
礁
事
業
や
修
坦
事
業
忙
対
す
る
補
助
金
と
し
て
三
億

国

0
ペ
一
万
三
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
令
塩
方
の
伝
読
あ

る
肱
史
的
、
嵐
土
的
特
往
を
あ
ら
わ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
史
鱈
等
の
豊
富
な
岨
域

の
広
域
保
存
と
積
諏
釣
な
活
用
を
図
る
た
め
の
「
風
土
記
の
丘
」
建
設
費
補
助

金

も

合

ま

れ

て

い

る

。

”

第
三
に
、
急
遼
か
つ
大
規
模
な
最
近
の

の
保
菱
を
筐
る
た
め
、
埋
蔵
文
几

分
布
闘
査
費
等
の
経
費
一
億
二
、

1

る
を
促
遮
す
る
た
め
、
奈
良
函
立
文
化
財
研
究
所
に
五
名
（
事
訪
員
二
芦
．

員
三
名
）
増
員
す
る
。

研
究

東
京
国
立
博
物
誼
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
庫
の
新
営
の
第
二
年
次
（
最
終
）
分

と
し
て
三
億
三
，
二
七
四
万
七
千
円
を
計
上
し
た
。
全
体
計
両
は
、
三
、

1110

〇
平
方
メ
ー
ト
児
四
億
一
、
五

0
六
万
二
千
円
で
あ
る
。

な
お
、
各
誼
と
も
特
別
展
（
東
博
I
i
翠
ス
ト
ン
美
術
晨
百
周
年
記
念
琳
派

展
、
京
淳
11
厳
島
の
秘
宝
と
澤
戸
内
の
美
術
屋
奈
良
博
11
阿
弥
陀
如
来
彫
刻

展
）
を
充
呉
す
る
と
と
も
に
、
陳
列
品
講
―
八
贅
一
億
四
、
五

0
0万
円
（
前
年

度
一
億
二

‘
-
=
1
0
0
万
円
）
を
計
上
し
た
。
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海
外
に
活
躍
す
る
邦
人
勤
務
者
の
子
弟
の
教
育
は
、
年
と
と
も
に
重
要
性
を

増
し
て
い
る
が
、
従
来
か
ら
外
務
省
と
協
力
し
て
行
な
っ
て
き
て
い
る
日
本
人

学
校
の
校
舎
借
料
や
、
本
邦
か
ら
の
教
員
の
派
遣
、
教
科
書
、
指
導
書
V
T
R

f
機
器
を
含
む
教
材
の
送
付
な
ど
の
援
助
に
つ
い
て
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
い
て

は
、
従
来
の
二
六
校
の
ほ
か
、
ソ
ウ
ル
（
韓
国
）
、
サ
イ
ゴ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、

ク
エ
ー
ト
（
ク
ニ
ー
ト
）
、
カ
イ
ロ
（
ニ
ジ
。
フ
ト
）
の
四
校
を
増
し
、
三

0
校
に

対
し
、
そ
の
援
助
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
昨
年
新
た
に
設

立
さ
れ
た
財
団
法
人
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
に
教
材
の
整
備
等
の
事
業
を
委

託
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
日
本
人
学
校
の
所
在
し
な
い
雌
城

等
に
在
留
す
る
子
弟
に
対
し
、
小
学
校
国
語
、
算
数
二
教
科
の
通
信
教
育
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
事
業
費
を
同
じ
く
前
記
財
団
に
補
助
す
る
こ
と

と
し
、
こ
れ
ら
海
外
子
女
教
育
関
係
経
費
と
し
て
六
、
五
五
二
万
四
千
円
を
計

上
し
た
。

ア
ジ
ア
。
ア
フ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
開
発
途
上
国
に
対
す
る
教
育
協
力
に
つ
い

て
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
い
て
も
、
従
来
に
ひ
き
つ
づ
き
、
ア
ジ
ア
各
国

文
部
省
の
次
官
・
局
長
な
ど
の
教
育
政
策
立
案
の
衝
に
あ
る
指
導
的
行
政
官
五

名
を
招
致
し
、
教
育
行
政
の
責
任
者
と
懇
談
の
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、
教

五
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
教
育
協
力

四
海
外
勤
務
者
子
女
教
育
の
推
進

語
指
導
研
究
を
目
的
と
し
た
都
道
府
県
指
導
主
事
等
一

0
名
の
イ
ー
ス
ト
・
ウ

ニ
ス
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ワ
イ
）
へ
の
留
学
援
助
な
ど
一
、

0
二
八
万
六
千
円

を
計
上
し
た
。

L

:

.

9

0

国
際
文
化
交
流
の
推
進

た
り
昭
和
四
十
七
年
度
に
は
首
里
城
歓
会
門
お
よ
び
接
続
石
垣
を
二
年
計
画
で

復
旧
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
所
要
産
費
と
し
て
二
、
三
七
一
万
二
千
円
が
沖
纏

北
方
対
策
庁
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。（
文
化
財
保
護
部
管
理
課
長
宮
野
礼
一
）

文
部
省
関
係
の
教
育
。
学
術
・
文
化
の
国
際
交
流
事
業
は
、
昭
和
四
十
七
年

度
で
約
三
九
億
円
と
み
こ
ま
れ
、
こ
の
内
容
の
主
な
も
の
は
、
①
留
学
生
の
受

入
れ
、
派
遣
関
係
約
―
二
億
円
、
②
日
米
等
二
国
間
相
互
の
人
物
や
芸
術
等
の

交
流
関
係
（
約
三
億
三
千
万
円
）
、
⑧
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
教
育
協
力
（
ユ
ネ
ス

n
関
係
を
除
く
）
関
係
（
約
五
、
五

0
0万
円
）
、
④
ュ
ネ
ス

n
そ
の
他
の
国

際
楓
関
の
交
流
事
業
へ
の
協
力
関
係
約
三
億
円
、
⑥
学
術
交
流
関
係
約
―
二
億

円
、
⑥
そ
の
他
約
七
億
八
千
万
円
（
国
際
会
議
、
教
職
員
の
海
外
研
修
派
遣
、

海
外
日
本
人
子
女
の
教
育
事
業
等
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
南
楓
地

城
鍋
測
な
ど
の
国
際
学
術
活
動
へ
の
協
力
事
業
と
か
、
大
学
、
研
究
所
な
ど
の

特
別
会
計
事
業
な
ど
が
あ
る
が
、
教
育
、
学
術
・
文
化
の
振
興
と
い
う
意
味
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
交
流
事
業
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
が
望
ま
れ
よ
う
。

芸
術
・
文
化
交
流

各
種
の
芸
術
文
化
団
体
の
国
際
交
流
事
業
に
対
す
る
援
助
、
海
外
か
ら
の
演

奏
家
な
ど
の
招
へ
い
、
わ
が
国
の
新
造
芸
術
家
な
ど
の
海
外
で
の
研
究
派
遣
、

東
京
国
立
博
物
館
と
米
国
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
の
美
術
品
交
流
展
、
わ
が
国
美

日
米
間
の
教
育
・
文
化
交
流

文
化
協
定
国
等
と
の
人
物
交
流

l.
沢
田
徹
）

術
の
巡
回
展
な
ど
芸
術
、
文
化
交
流
事
業
に
関
す
る
経
費
と
し
て
、
二
億
三
五

四
万
四
千
円
を
計
上
し
た
。

b

わ
が
国
と
文
化
協
定
を
締
結
し
て
い
る
諸
外
国
（
現
在
、
仏
、
英
、
独
、
伊

等
一
三
か
国
）
か
ら
学
術
研
究
面
の
分
野
で
指
導
的
地
位
に
あ
る
学
者
を
招
致

し
、
わ
が
国
の
大
学
、
研
究
楓
関
の
学
者
と
懇
談
し
、
講
演
を
行
な
う
等
の
機

会
を
提
供
す
る
事
業
は
、
昭
和
三
十
八
年
度
以
降
四
十
数
名
の
招
致
の
実
績
を

あ
げ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は
、
新
た
に
芸
術
・
文
化
面
の
分
野
の

文
化
人
を
も
加
え
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
わ
が
国
の
大
学
等
の

学
者
、
教
員
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ソ
連
へ
の
派
遣
慕
業
等
も
引
き
つ
づ
き

実
施
す
る
こ
と
と
し
そ
の
予
算
二
、
九

0
0万
円
計
上
し
た
。

な
お
、
文
化
交
流
事
業
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
国
際
文
化
交
流
団

体
と
し
て
の
財
団
法
人
日
仏
会
館
、
日
独
協
会
、
日
伊
協
会
に
対
し
、
従
来
ど

お
り
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
日
仏
間
の
人
物
交
流
事

業
の
一
部
を
日
仏
会
館
に
委
託
し
、
文
化
交
流
拡
充
に
資
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
予
算
一
‘
―
二
五
万
七
千
円
を
計
上
し
た
。

日
米
間
の
教
育
・
文
化
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
隔
年
開
催
さ
れ
る
日
米
教

育
文
化
会
議
に
お
い
て
そ
の
評
価
と
拡
充
計
画
が
討
議
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
文
化
庁
予
算
に
よ
る
昭
和
四
十
六
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

A
F
S

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
に
よ
る
わ
が
国
高
校
生
約
一
四

0
人

の
一
年
間
米
国
留
学
を
引
き
つ
づ
き
援
助
す
る
ほ
か
、
中
等
教
育
に
お
け
る
英

育
施
設
等
の
視
察
調
査
を
願
い
、
教
育
協
力
の
基
盤
を
強
め
る
こ
と
と
し
て
い

る。
さ
ら
に
、
中
等
学
校
租
度
の
理
科
教
育
専
門
家
四
か
国
五
人
、
農
業
教
育
専

門
家
一
か
国
一
人
を
そ
れ
ぞ
れ
、
わ
が
国
か
ら
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
教
育
に
必
要
な
器
材
を
供
与
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
視
聰
覚
教
育
の
分
野

に
つ
い
て
二
か
国
に
二
人
の
専
門
家
の
派
遣
と
教
育
用
器
材
の
供
与
を
行
な
う

こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
教
育
脇
力
関
係
の
経
費
と
し
て
総
額
四
、

0
五
五
万
円
を

計
上
し
た
。

以
上
の
ほ
か
、
海
外
で
の
日
本
語
教
育
に
関
す
る
要
請
の
高
ま
っ
て
い
る
の

に
か
ん
が
み
、
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
普
及
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

モ
デ
ル
教
材
の
作
成
、
配
布
、
研
修
会
の
開
催
な
ど
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、

一、

0
三
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。（
長
官
官
＿
房
国
際
文
化
課
長
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沖
縄
の
文
化
財

〔
現
地
ル
ポ
〕

沖
縄
に
お
け
る
教
育
の
現
状
と
戦
後
の
歩
み

沖
縄
の
本
土
復
帰
を
め
ぐ
っ
て

〔
て
い
談
〕

沖
縄
教
育
の
課
題
と
展
望

〔
座
談
会
〕

沖
縄
の
教
育
を
考
え
る
ー
ー
現
地
座
談
会

I

（
出
席
者
）

（
出
席
者
）

大
浜

砂
川
恵
勝
・
（
司
会
）

与
那
嶺 次

号
・
目
次

沖
縄
の
復
帰
と
教
育
対
策

仁
助
•
島
袋

信
泉
•
田
中

杢

正

夫

琉
球
政
府
文
教
局
復
帰
対
策
室

柳

川

覚

治

澄
江
・
村
山

知

念

繁

松
雄

全
幸
・
津
嘉
山

飯
島

朝
吉

宗

------, ヽ

編i
9----“--; 

：集
I 

後i
;--」

！記
： 

◇
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
は
、
四
月
二
十

八
日
の
参
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
成
立

し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
昭
和
四
十
七
年

度
文
教
行
政
の
展
望
を
特
集
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
文
教
施
策
の
展
望
を
宣
房
長
か
ら

そ
の
特
色
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
述
べ
て

い
た
だ
き
、
次
い
で
初
等
中
等
教
育
の
充

実
の
う
ち
、
中
教
審
の
答
申
に
基
づ
き
幼

稚
園
教
育
の
普
及
充
実
、
特
殊
教
育
の
振

興
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
局
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
方
々
に
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
昭
和
四
十
七
年
度
の
文
部
省
所
管
予
算

の
総
額
は
、
一
兆
二
千
四
百
九
十
七
億
三

千
八
百
万
円
で
昭
和
四
十
六
年
度
と
比
べ

て
、
二
千
八
十
七
億
三
百
五
十
七
万
円
の

増
、
二

0
％
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
内
容
も
教
育
改
革
の
推
進
に
取

り
組
む
初
年
度
と
し
て
、
教
育
・
学
術
・

文
化
の
各
分
野
に
わ
た
り
従
来
の
施
策
が

い
っ
そ
う
拡
充
さ
れ
、
昭
和
四
十
七
年
度

に
お
け
る
文
教
施
策
の
進
展
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

◇
な
お
本
誌
で
は
本
号
か
ら
装
い
を
あ
ら

た
に
、
「
文
部
省
の
窓
」
と
「
モ
―
ー
タ
ー

桐
」
を
新
し
く
設
け
て
、
広
く
一
般
国
民

に
時
々
の
文
教
施
策
を
お
知
ら
せ
す
る
n

ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。
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